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    国の「子どもの読書活動の推進に関する法律」（平成 13 年法律第 154 号。以下「推進法」

という。）において、子どもの読書活動は「言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力

を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないもの」

と基本理念のもと、社会全体でその推進を図っていくことの必要性を示し、「子どもの読書活

動の推進に関する基本的な計画」を策定し、全国的な取り組みを継続的に推進してきました。 

    その様な中、本市においても人口減少・少子高齢化による地域コミュニティーの衰退、核家

族化の進展、産業構造や働き方の多様化と共働き世帯の増加等、子どもたちを取り巻く教育・

子育てをはじめとする生活環境は大きく変化しています。また、高度情報化の進展や価値観

の多様化などにより、情報伝達や人と人とのつながりに変化が見られ、コミュニケーション

力の低下が懸念されております。このようなことから、変化が激しく予測困難な未来社会を

生きる子どもたちには、様々な変化に向き合い柔軟に対応するために必要な情報を選択し活

用する力や、多様な価値観や背景を持つ人々と協働し、新たな価値を創り出す能力が求めら

れます。子どもたちにとって読書活動は、このような力を育むために極めて有効な取組みで

あります。 

    このことから、富良野市教育委員会では、平成 22年３月に「富良野市子ども読書推進プラ

ン」、平成 27年３月に「第二次計画」、令和２年３月に「第三次計画」を策定し、取り組みを

進めてきましたが、今後も、子どもたちが「生きる力を育み、人生をより豊かなもの」にする

ことができるよう、子どもたちの読書環境の充実に向けて「第四次計画」を策定するもので

す。 

     

 

   

    この計画の期間は、令和８年度から令和 12年度までの５年間とします。 

 

   

 

    この計画は、「第２次富良野市教育振興基本計画策定委員会」に報告し、その意見等を踏ま

えて、計画の効果的な推進に努めます。 

 

 

   

    この計画は、0歳からおおむね 18歳を対象とします。 

    また、子どもの読書活動は、発達の段階に応じて取り組むことが重要であることから、この

間を大きく 4つの期間に分けて、各期における特徴に応じて推進します。 

第１章 基本的な考え方 

１ 計画策定の趣旨とその背景 

２ 計画の期間 

３ 計画の位置づけ 

４ 計画の対象年齢と各期の特徴 
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    ・乳幼児期（0歳～6歳）「本に出会う」 

    ・小学生期（6歳～12歳）「本に親しむ」 

    ・中学生期（12歳～15歳）「本から学ぶ」 

    ・高校生期（15歳～18歳）「本と生きる」 

 

   

 

 

     

     ・ブックスタート事業は、幼い頃から読書習慣を形成することで、親子で一緒に本を読む

時間を通じてコミュニケーションの機会を増やし、親子のきずなを深めることへの理

解が深まりました。 

     ・ブックスタートプラス事業は、ブックスタート事業から継続的に本を提供することで、

子どもたちが本に親しみをおぼえる機会が増加しました。 

     ・児童生徒への読書推進は、図書を読んだり、調べたりする読書活動を通して体験の実践

に連動したつながりが深まりました。 

     ・学校司書の配置は、全小・中学校への配置が完了しており、子どもたちが日常的に本に

触れる機会が増え、読書習慣が自然に身につき、興味・関心が広がっています。 

 

 

     

     ・保育所・幼稚園保護者への令和６年度読書アンケート結果で、「市立図書館を月に 1回

以上利用する」割合が 50.6％（令和元年度調査 61.5％）と低下しており、乳幼児期か

らの読書活動の普及啓発がより一層必要である。 

     ・子どもが読書に親しみやすい環境づくりのため、発達段階に応じたサービスや環境整

備に取り組む必要がある。 

     ・視覚障害者等が利用しやすいよう、読書バリアフリー化を進める必要がある。 

     ・デジタル社会等に対応するため、電子書籍導入の検討や ICT を活用した情報発信の充

実が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 「第三次計画」における成果と課題 

（１）成果 

（２）課題 
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富良野市子ども読書推進プラン（第四次計画）の全体構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 計画の全体構想 

【家庭】 

【基本理念】 

富良野市のすべての子どもが自主的に読書活動を行うことができるよう、家庭・地域・学校等

の連携を促進し、積極的に環境整備を推進します 

基本方針１ 

家庭、地域、学校等を通じた社会全体での子どもの読書活動の推進 

子どもの読書習慣の定着に向けた「家読」の取組の推進 

【地域】              【学校等】 

読書活動の推進 

学校等の読書活動への支援 

読書活動の普及・啓発 

読書活動の推進 

学習活動の充実 

読書活動の普及・啓発 

基本方針２ 

子どもの読書活動の推進するための読書環境の整備 

【地域】             【学校図書館等】             読書環境の整備 

資料等の整備 

設備等の整備 

効率的な運営 
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   子どもの読書習慣は日常の生活を通して形成されることから、読書が生活の中に位置付けら 

  れ継続して行われるよう、保護者が意識して子どもの読書活動の機会の充実を図るとともに、 

読書習慣の定着に向けて、積極的に関わって行く必要があります。 

このため、家庭においては、読み聞かせをしたり、子どもと一緒に本を読んだりするなど、 

家族のコミュニケーションを図る「家読（うちどく）」の推進に取り組むとともに、読書に対 

する興味や関心をもつよう、見守り応援することが望まれます。 

 市立図書館では、ブックスタートなどの乳幼児期から親子まで読書に親しむ習慣づくりや、 

子どもの読書活動の意義と重要性などについての啓発に取り組むとともに、関係機関やボラン 

ティア等との連携・協力により家庭における読書活動の推進向けて取り組みます。 

■ブックスタートアンケート「家庭での読み聞かせ」をしている割合（％） 

平成 30年度 令和６年度 
令和 12 年度 

（目標） 

98.2 91.4 100.0 

 

   具体的な取り組み 

  ◇ブックスタート及びブックスタートプラス事業の充実 

  ◇おはなし会の活用促進 

  ◇保護者を対象とした読み聞かせに関する研修等の実施 

 

 

   

   市立図書館は、子どもが家庭や学校以外において、気軽に読書を楽しんだり、学習したり 

することのできる場所であり、地域における子どもの読書活動推進の中心的な役割を担ってい 

ます。 

 また、学校や図書館をはじめとする関係機関やボランティアと連携・協力しながら、子ど 

もが読書に親しむことができるような機会や場所などの環境を整備します。 

 

■保育所・幼稚園の保護者へのアンケート「月に 1回以上図書館を利用している」割合（％） 

令和元年度 令和６年度 
令和 12 年度 

（目標） 

61.5 50.6 80.0 

 

第２章 子どもの読書活動推進のための施策 

基本方針１ 

家庭、地域、学校等を通じた社会全体で子どもの読書活動の推進 

【推進施策１－１】家庭における読書活動の推進 

【推進施策１－２】地域における読書活動の推進 
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   具体的な取り組み 

  ◇ボランティアの協力による各種おはなし会の実施 

  ◇子どもの視点に立ったサービスの改善 

  ◇学校図書館、幼稚園、保育所などへの図書資料の団体貸出 

  ◇ブックフェスティバルなど読書活動に関わる学校行事等との連携 

  ◇「こども読書週間」における事業の実施と情報提供 

 

 

 

   乳幼児期は、絵本の読み聞かせなどをとおして新たな世界に興味や関心を広げ、小学生・中 

学生・高校生期においては、学校図書館における多様な読書活動を工夫して、子どもが多くの 

語彙や多様な表現に触れ、新たな考え方に出会う読書の機会を充実するとともに、学校図書館 

を計画的に活用し、主体的、対話的で深い学びの実現を図ります。 

 

■児童・生徒へのアンケート「読書はすき・どちらかといえば好き」の割合（％） 

令和元年度 令和６年度 
令和 12 年度 

（目標） 

86.3 79.9 90.0 

   

具体的な取り組み 

◇各学校における読書活動推進計画の作成・活用 

◇朝読書等、読書を推進する取組の実施 

◇学年に応じた学校図書館のオリエンテーション等の充実 

◇１人１台端末と学校図書館を活用した学習による情報活用能力を育成する活動 

◇保護者、ボランティア、市立図書館等との連携による読書活動の推進 

◇各教科における主体的・対話的で深い学びの実現に向けた組織的・計画的な学校図書館の活用 

◇公立図書館の学校図書館支援事業の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【推進施策１－３】学校等における読書活動の推進 
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   子どもが読みたい本を自由に選び、気軽に利用し、読書の楽しみを知り、本とともに学ぶ 

ことができる場所の環境整備を図ります。また、読書バリアフリー法を踏まえ、障害者サービス 

の一層の充実を進めるとともに、電子書籍の導入を検討します。 

 

   具体的な取り組み 

  ◇赤ちゃん絵本コーナー等の子どもの利用のためのスペースの充実 

  ◇中・高生の要望を取り入れるなど、ヤングアダルトコーナーの充実 

  ◇障がいのある子どもでも利用しやすいアクセシブルな書籍や設備の整備 

  ◇多様な子どもの読書活動を支援するため、電子書籍を含む電子資料の導入の検討 

  ◇図書館及び学校図書館の担当職員、読書推進ボランティアを対象とする研修の実施 

 

 

   

   学校図書館は児童生徒の読書活動や読書指導、さらには学習活動を支援し、授業の内容を 

豊かにしてその理解を深めたりする「学習センター」としての機能を図るとともに、「心の居 

場所」としての機能の充実を図ります。 

 

   具体的な取り組み 

  ◇学校図書館図書標準を参考にしつつ、教育課程に連動した図書の整備及び新聞の配備 

  ◇組織的、計画的な図書資料の選定・廃棄・更新 

  ◇学校図書館への電子書籍の導入や１人１台端末との連携の検討 

  ◇学級文庫や読書コーナーなど、児童生徒が気軽に利用することができる校内読書環境の工夫 

  ◇司書教諭の役割等の理解促進、資質向上 

  ◇学校司書の配置促進、資質向上 

  ◇学校司書の役割として、児童生徒や教員に対する「間接的支援」「直接的支援」、教育目標を達 

成するための「教科指導への支援」の実施 

 

 ※プラン策定の経過 

 令和６年７～９月    策定に係るアンケート調査、集計、分析 

 令和７年９月      素案策定 

      12月      富良野市学校教育指導委員会での意見募集 

令和８年１月      学校司書への意見募集 

     ３月 18日   社会教育委員会議にて意見募集 

       ３月 26日      令和８年第３回 富良野市教育委員会定例会において第四次計画策定 

基本方針２ 

子どもの読書活動を推進するための読書環境の整備 

【推進施策２－１】地域における読書環境の整備 

【推進施策２－２】学校等における読書環境の整備 


